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08 土木費

03 河川排水路費

03 準用河川改修費
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準用河川改修事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な
0

0024,000012,000

36,00036,000117,29081,290

補正後の額補正前の額

歳出予算事業概要書

県支出金

15 12,0002 給料 国庫 02 05 02 001
3 職員手当等 準用河川改修事業費補助金

22 24,0004 共済費 地方 01 05 02 002
7 賃金 準用河川改修事業
9 旅費
11 需用費
12 役務費
13 委託料
14 使用料及び賃借料
15 24,400工事請負費
22 11,600補償補填及び賠償金
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財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

近年この周辺は、急速な市街化の進展により河川の断面不足を招き、度々浸水被害が
発生している。　本河川の改修により被害の発生を防止すると共に、周辺地域の調和

（１）全体事業計画

地域の生活環境の向上に寄与する。
　多自然型工法による河川改修で快適な河川空間を作り出すと共に、浸水被害の解消と
（２）事業の必要性
を図りつつ、水辺空間の整備を図り良好な生活環境を整えるものである。

　堀川は、大沢川を起点として市街化区域を流下し日本海に流れる河川である。
（１）事業の概要

　　③補正理由・・・治右衛門橋の施工に伴い取付部分の護岸整備の進捗を図るため。
　　　　事務費　　　2,790千円
　　　　補償費　　 14,500千円　（うち今回補正額）　11,600千円
　　　　工事費　　100,000千円　（うち今回補正額）　24,400千円
　　②事業費　　　117,290千円　（うち今回補正額）　36,000千円
　　　　護岸工　　　　　　Ｌ=95ｍ　　　　　
　　　　治右衛門橋　　　橋梁　1基　　　　　
　　①事業概要　　　　　　　　　　　　
（２）事業計画
　　　施工延長　　　　　８４１　ｍ
　　　事業費　　　　　1,401,000　千円
　　　事業年度　　　Ｓ63　～　Ｈ22

○国庫補助金（補助対象事業費）　（補助率）
　　　　　　　36,000,000円　×　　1/3　　＝12,000,000円
○地方債　（補助対象事業費）（国庫補助金）（起債充当率）
　　　　　　（36,000,000円－12,000,000円）×100％　＝24,000,000円
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